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動することにより急速 に水分 を取 り込んで
いる｡この様にして､本来水を飲まない (飲み得な
い)カエルは､水中生活に必要な塩類細胞や粘液細
胞の機能を利用して皮膚から水分吸収を行い､乾燥
した陸上での生活に適応しているのである｡
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